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2003年度および 2004年度に中学校のある学年の数学を担当した際に，それぞれ年に 1回ずつ出店授

業を行い，その調査研究の報告を行った 2)。また， 2009年度にも中学校 1年生に対して前回の調査を踏

まえて出店授業を行い，再度調査研究を行った 3)。2010年度には中学校 2年生と高校 l年生に対して出

店授業を行い，まったく同じアンケート調査を行った4)。出店授業とは，出店形式の授業で，子どもた

ちが主体的に取り組む授業を実現するためのひとつの方法である。 2013年度には再び中学校 1年生に対

して出店授業を行い，それに伴うアンケート調査を行った。今回はそのアンケート調査のまとめである。

1 . 出店授業について
参考文献2) にそのねらいや方法などがまとめられて

いるが，参考文献 1) でその要約を述べてあるのでこれ

を抜粋しておく。

(1)『出店授業』とは

出店とは，各店（班）ごとに問題を担当し，それを説

明する店番と，説明を受けてその答えを確認するお客が

いる授業である。

(2)出店授業のねらい

● 考えたことを相手にわかるように説明することがで

きるようにさせる。

● 自分たちで学び，問題を解決させる。

● いろいろな人と教えあいをすることで表現力や理解

力を伸ばす。

(3)出店授業の手順

出店授業は主に次のような手順で進められる。

《問題把握》

1. 問題把握（個人） ：問題のプリント等を配り，

通りすべての問題に目を通させる。また，どの問

題が取り組みやすそうか，難しそうか考えさせる。

2. 問題解決（個人） ：各自でやりやすい問題から解

かせる。わかった問題，わからなかった問題を確

認させ，わからなかった問題については何がわか

らなかったのかを確認させる。

3. 問題決定（班） ：各班でどの問題を担当したいか

決めさせる。第 1希望はやりたい問題，第 2希望

は他の班がやりそうにない問題を選択させると決

まりやすい。

4. 調整：各班の担当問題を班長で話し合って決めさ

せる。バランスよくわかれるようにする。

《出店準備》

5. 問題解決（班） ：担当した問題について，班員全

員がクラスのみんなに教えることができる状態に

なるように，お互いに話し合わせ，教え合わせる。

《出店本番》

6. 出店準備：前半に説明する人，後半に説明する人

にわかれさせる。出店の隊形に机を移動させ，各

班の場所に問題番号を掲示させる。黒板にも図示

し，どこの班で何を教えてくれるのかわかりやす

くしておく。

7. 出店前半：前半担当者は，店番に付いてお客が来

たら問題の解答を説明する。各店をまわり，全て

の問題が理解できるようにする。

8. 出店後半：店番を前半担当者から後半担当者に交

代し，今まで説明していた人たちがお客になって

各店をまわる。

9. 評価：説明の上手だった人や感想などをワークシ

ートに記入する。

2. これまでの調査研究
(1)2004年度の調査について

2004年度の調査研究は2004年7月頃に中学校2年生3

クラスを対象に実施された。この学年はその前年の 7月

にも出店授業を行っており，彼らにとっては 2回目の出

店授業であった。前年度の出店授業ではどのクラスも《問

題把握》に 1時間， 《出店準備》に 1~2 時間， 《出店本

番》に 1時間の時間配分で実施したが，実施した教師の

感覚として《出店準備》に 1時間しかかけなかったクラ

スよりも 2時間かけたクラスの方が出店授業に対する感

想も実際の問題に対する理解度もよかったという印象を

受けた。そこで 2回目にあたる 2004年度の調査では実際

にアンケートを取り，その数値的な裏付けを取った。得

られた結果としては以下の通りである。

①時間数の配分について

《出店準備》に 2時間配分できたクラスに比べ 1時間

しか配分できなかったクラスがこの出店授業について極
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